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４年生は、総合的な学習の時間に「わたしもみんなも幸せになるまちづくり」というテーマで福祉に

ついて学んでいます。９月１７日には、山代にお住いで視覚に障害のある富田さん（盲導犬もいっしょ

に）や点字ボランティア団体「アイパル」さんを講師として、お話を聞いたり、アイマスク体験をした

り、点字を学んだりして、視覚に障害のある人の生活への理解を深めました。 

「わたしもみんなも幸せになるまちづくり」のために、どんなまちづくりをすすめていったらよいの

でしょうか？自分にできることはどんなことなのでしょうか？４年生には一生懸命考え、学んでほしい

と思います。 

 

 

４年 ○○ ○○ 

 はじめに、点字を体験しました。楽しかったけど、目が見えない人はおぼえるのがたいへんそうだな

と思いました。点字を打つのははじめてだったけど、いがいとかんたんでたのしかったです。でも、ま

だ点字をおぼえられなかったから、もうすこしおぼえたいなと思いました。また体験したいなと思いま

した。 

つぎに、アイマスク体験をしました。手紙を書いたり、ふうとうにのりをぬったり、手紙をいれたり

するのがむずかしくて、目が不自由な人はとってもたいへんなんだなと思いました。前にもアイマスク

体験をしたけど、目の不自由な人の気持ちがわかりました。 

最後に、もうどう犬体験をしました。もうどう犬は、かいぬしのいうことにちゃんとしたがっていて

すごいなと思いました。でも、歩いている時はさわったり、名前をよんだり食べさせたりしたらだめだ

ということもわかりました。 

 これからは、目の不自由な人がいたら、声をかけたりたすけてあげたりしようと思いました。 
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「わたしもみんなも幸せになるまちづくり」 

 

 

 ＜視覚障害のある方や盲導犬との交流＞ 

 

      ＜点字を打つ体験＞ 



４年 ○○ ○○ 

 点字を読んでみて目が見えない人はすごいなと思いました。なぜかというと、手でさわっただけで読

めるなんてすごいなと思ったからです。アイマスクで名前を書いたり、ふうとうをのりでとめたりする

のをやってみて、むずかしいなと思いました。もうどう犬が仕事中に、話しかけたらだめなこともおし

えてもらいました。白じょうだけで歩けてすごいなと思いました。 

 りょうりをするときは、目が見えない人のための本を使ってするそうです。かわをむくときは、れん

しゅうをしてかわをむけるようになったらしいです。 

 

４年 ○○ ○○ 

 総合で点字を勉強して、おぼえることがとてもむずかしかったなと思いました。漢字よりもずっとお

ぼえずらくて、もっと点字の勉強をがんばりたいなと思いました。アイマスクをつけながら字を書いた

り、紙をふうとうに入れたりすることがちょっとこわかったし、すごくむずかしかったです。やっぱり

いつもより思うように字を書けなくて、手元が見えなくてふうとうに入れる時にぐちゃぐちゃになった

りして、目にしょうがいのある人の気持ちがとてもよく分かりました。 

 あと、もうどう犬の話を聞いてとてもびっくりしました。もうどう犬はお仕事をしているときは、も

うどう犬の名前をよんだらだめです。もうどう犬は、物を落としたらくわえてひろってくれて、ドアが

あったりしたらドアノブなどの場所を鼻先で教えてくれます。英語が分かっていて、かしこいなと思い

ました。今日の勉強をして、これから目の不自由な人がいたら、やさしくしようと思いました。 

 

４年 ○○ ○○ 

 ぼくは、もうどう犬がすごいと思いました。なぜかというと、英語がわかるし、前にかべがあったら、

目の見えない人におしえられたりするからです。もうどう犬のしゅりちゃんは、なれてなかったけど、

ちょっと言ったりするだけでほとんどできていたからすごいと思った。ぼくは、アイマスク体けんをし

てないけど、していたらたぶんこわいとおもうし、あるくにもなにかをあける時にも見えないことが困

ったと思う。自分にできることは、目のふじゆうな人にかたやうでをかしてあげることや、きょうなら

ったことを生かして目が見えない人にしんせつにすることです。もうどう犬のしゅりちゃんは、とみた

さんのおたすけヒーローだと思いました。 

 

 

 

 

 

 

 夏休み明け、校舎を廻っていて、ふと中庭に目をやると、中庭の隅のアスファルトの隙間からアサ

ガオのつるが伸び、花を咲かせているではありませんか。 

 １学期の間、この中庭で１年生がアサガオを育てていたので、その種がこぼれ、それが芽を出し、

つるを伸ばし、花を咲かせたのでしょう。 

 連日３５度を超える猛暑の夏休み中、だれが水やりを

したわけでもなく、肥料をやったわけでもないのに、こん

なに可憐な花を咲かせているアサガオの生命力にただた

だ驚嘆し、感動しました。 

 ２学期がスタートして約４週間が過ぎようとしていま

す。お彼岸が過ぎ、暑さもようやくやわらいできました。

２学期には、これから運動会やマラソン大会、６年生の合

宿などいろんな行事が行われます。勉強や運動、友達との

関係づくりなどにおいて、様々な試練が待ち受けている

かもしれません。子どもたちには、この「ド根性アサガオ」

のように、たくましく生きる力を身につけ、明るく元気に

成長していってほしいと願うばかりです。 

 

中庭のド根性アサガオ 

 

＜中庭にたくましく咲いているアサガオ＞ 


